
、

紹

介．

第
二
十
八
小
讐
　
第
一
號

九
二

吟
昧
し
て
そ
れ
に
出
入
蔓
草
の
存
す
る
を
明
ら
か
に
し
、
紳
佛
馬
立
の
時
期

を
脛
て
瀞
皇
へ
の
獲
展
を
説
き
、
最
後
に
瀞
畠
の
本
嚢
と
は
瀞
八
面
如
の
御

蘭
係
な
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
木
章
の
如
き
は
軍
に
公
家
文
化
の
研

究
と
云
は
ん
よ
り
は
、
我
が
國
賂
に
封
ず
る
蔚
者
の
熱
情
を
最
も
よ
く
表
現

し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
「
氏
瀞
信
仰
」
は
特
に
垂
耳
に
關
す
る
研
究
で
啓
示

せ
ら
る
Σ
顯
多
く
、
最
後
は
「
朝
儀
式
」
の
一
章
を
も
つ
て
結
び
と
し
て
ゐ
ら

れ
る
．
、
朝
儀
史
の
國
史
上
に
占
む
べ
き
意
義
を
腰
揚
し
、
自
ら
そ
の
概
要
を

示
さ
れ
た
も
の
、
著
者
多
年
に
疑
る
公
家
交
化
研
究
の
到
雛
鮎
を
こ
』
に
示

さ
れ
た
と
云
へ
よ
う
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
好
著
に
封
ず
る
粗
々
し
い
紹
介
の
筆
が
、
、
却
っ
て
そ
の
眞
償
を
誤
り

傳
へ
は
し
な
か
っ
た
か
、
ま
た
紹
介
の
間
々
に
挿
ん
だ
淺
學
の
蕪
雑
な
習
僻

に
よ
っ
て
、
先
學
に
封
ず
る
禮
を
失
ひ
は
し
な
か
っ
た
か
を
私
は
深
く
恐
れ

る
。
今
ば
た
黛
木
星
が
昭
和
十
七
年
度
に
於
け
る
我
が
國
史
戸
々
の
貴
重
な

牧
…
優
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
て
結
び
と
し
た
い
．
」
．
　
（
A
δ
版
　
東

編泉

逍
F
瀞
脾
琳
鼠
行
　
　
定
債
漣
燃
闘
八
η
糟
…
銭
）
　
　
（
林
｛
麟
酬
辰
｝
二
郎
）

．
蒙
古
の
欧
洲
遠
征

岩
　
村

一
著

　
題
名
の
示
す
通
り
、
成
吉
踏
鍬
の
十
四
年
（
一
　
＝
九
）
に
始
ま
っ
て
、
爾

後
歎
十
年
を
費
し
て
行
は
れ
た
蒙
古
の
三
聖
の
大
遠
征
の
纏
緯
を
語
っ
た
書

で
あ
る
。
全
篇
は
七
章
に
分
た
れ
る
。
そ
の
内
容
中
第
一
圃
の
成
吉
思
子
の

中
央
ア
ジ
ア
討
伐
（
第
一
醐
昂
）
と
之
に
俘
っ
て
起
つ
た
ヂ
ェ
ベ
、
ス
ブ
タ
イ
の

第
一
次
ロ
シ
ア
蓮
祉
（
第
二
章
）
、
次
に
は
｝
二
三
五
年
に
は
じ
ま
る
第
二
園

の
パ
ッ
の
ロ
シ
ア
鷹
飼
（
第
藁
章
）
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
征
服
（
第
五
章
）
、
之
に
併

行
せ
る
蒙
古
軍
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
勲
噸
ト
ラ
ソ
シ
ル
プ
ニ
ア
螢
入
（
第

四
章
）
、
論
…
し
て
～
二
薫
二
年
に
は
じ
ま
る
第
三
次
の
フ
ラ
グ
の
西
征
（
第
七

章
）
と
そ
れ
が
起
さ
れ
る
ま
で
の
中
聞
の
時
期
に
於
け
る
西
墨
入
の
東
方
旅

行
の
事
情
（
第
六
章
）
が
蓮
べ
ら
れ
て
あ
る
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
蒙
古
の
鰍
洲
遽
征
は
世
界
腿
吏
の
上
の
一
大
事
件
で
あ
r

る
。
と
こ
ろ
が
東
方
の
史
料
は
之
に
關
し
て
語
る
こ
と
が
頗
る
少
く
、
そ
の

事
賓
は
偏
に
中
・
西
瓶
並
に
鰍
洲
の
史
料
に
よ
っ
て
知
る
の
他
は
な
く
、
從

っ
て
こ
の
方
面
の
研
究
は
我
が
國
で
は
棄
っ
て
不
振
で
あ
っ
た
と
費
っ
て
も

差
支
へ
な
い
。
先
年
著
者
は
、
當
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
の
任
よ
り
騰
刺
せ
ら

れ
た
伊
藤
蓮
史
博
士
の
將
來
に
か
Σ
る
年
代
記
古
窩
本
の
蒙
古
の
侵
入
に
關

す
る
記
載
に
つ
い
て
の
研
究
を
東
洋
文
庫
鰍
文
記
要
誌
上
に
襲
表
し
て
斯
界

の
い
圧
目
を
惹
い
た
の
で
あ
る
が
牟
果
洋
史
研
究
翫
雀
一
意
拙
稿
轡
二
項
照
）
、

ま
た
そ
の
後
も
㎝
、
抜
都
終
焉
の
年
次
に
就
い
て
」
（
蒙
古
學
報
第
一
號
）
に
善
い

・
・
て
洪
鈎
の
誤
を
匡
し
、
「
、
元
史
速
不
台
傳
の
征
薦
記
事
に
就
い
て
」
（
蒙
古
學

報
第
二
號
）
そ
の
若
干
の
藷
句
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
解
き
、
或
は
〔
、
十
三
世
紀

東
、
薩
交
渉
史
序
読
」
を
著
し
、
そ
の
西
方
吏
籍
に
關
す
る
理
解
と
關
心
と
は

み
つ
か
ら
は
ヂ
レ
ッ
タ
ン
ト
と
穰
し
な
が
ら
、
斯
界
に
猫
特
の
地
歩
を
占
め

て
み
る
。
そ
し
て
本
糟
の
十
二
に
は
冶
の
諸
研
究
の
結
果
が
よ
く
と
り
入
れ

ら
れ
、
ま
た
其
の
他
に
も
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
方
面
に
結
し
て
先
づ
蓼
照
す

る
ド
t
ソ
ン
蒙
古
更
あ
た
り
に
見
え
な
い
珍
し
い
史
料
が
色
々
用
ゐ
ら
れ
て

居
り
、
而
し
て
そ
れ
が
一
々
「
元
奥
」
の
零
騨
な
記
事
と
由
比
考
識
せ
ら
れ
て
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あ
る
。
大
に
注
扇
せ
ら
れ
て
よ
い
本
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
な
ほ
、
こ
れ
は
文
部
・
省
推
薦
家
書
に
な
っ
て
み
る
。

（
8
6
判
二
二
買
圖
一
葉
昭
和
＋
六
年
＋
二
瀬
二
省
堂
遡
行
、

四
拾
銭
）
ハ
藤
被
晃
〉

脚
膿
腋
梛
邦
人
登
展
の
研
究

　
　
一
古
地
圏
に
印
さ
れ
た
る
日
本
河
に
就
い
て
一

儲
本
㌔
論
難
著

豊
園

　
西
騰
腰
十
七
世
紀
の
前
傘
よ
り
護
照
、
當
時
南
洋
に
煮
て
活
躍
申
の
オ
ラ
ン

ダ
入
の
諸
記
簸
が
、
懲
懲
に
塞
く
酉
鰍
入
作
成
に
な
る
諸
地
剛
が
、
一
様
に

却
度
支
那
を
縦
漸
す
る
第
一
の
大
河
、
メ
コ
ン
河
の
下
洗
に
摩
し
て
臼
本
河

の
名
種
を
慣
用
し
て
み
た
、
此
の
審
實
こ
そ
は
現
存
す
る
遺
遊
の
緻
多
か
ら

ぬ
中
に
在
て
、
濁
り
近
世
初
期
に
於
け
る
邦
人
の
獄
費
し
い
南
洋
獲
展
を
物

辿
る
有
力
な
資
料
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
か
。
霞
本
河
の
研
究
、
其
は
一
見

極
め
て
特
殊
的
な
取
題
で
は
あ
り
乍
ら
、
實
は
其
の
背
後
に
見
出
懲
る
べ
き

か
」
る
璽
大
な
る
問
題
と
の
關
係
に
於
て
、
確
に
璽
要
な
る
研
究
と
云
は
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
大
東
距
職
階
、
吾
が
國
の
關
心
が
南
方
の
現
實
に
潔
し
て
異
常
な
熱
度
を

以
て
注
が
れ
て
み
る
今
日
、
既
あ
問
題
を
と
り
上
げ
た
塞
書
が
世
に
出
さ
れ

る
に
謀
っ
た
の
は
、
正
し
く
其
の
時
を
簿
た
も
の
乏
云
ひ
5
べ
き
で
あ
ら

う
。

　
著
者
杉
本
祓
…
治
郎
氏
に
就
て
は
、
鎮
藪
ら
し
く
紹
介
す
る
迄
も
な
く
、
廣

颪
側
交
理
科
大
學
に
在
っ
て
永
年
の
黒
攻
に
よ
り
著
が
國
印
度
支
那
史
の
継
威

で
あ
り
“
金
窮
鼠
氏
汗
馬
を
ハ
ノ
イ
の
遽
東
學
院
に
奉
じ
其
の
聞
同
じ
き
分

野
に
探
或
の
歩
を
逡
め
ら
れ
た
導
門
の
土
で
あ
る
。
既
の
爾
氏
が
期
せ
ず
し

て
、
卿
下
の
情
勢
に
梢
懸
し
い
爾
洋
に
於
け
る
邦
人
の
畿
展
に
關
す
る
資
料

を
刊
行
す
る
の
黎
を
企
て
、
緊
密
な
る
協
力
の
下
に
、
も
の
せ
ら
れ
た
の
が

本
書
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
卜
者
ぼ
　
目
ら
本
書
に
特
別
の
期
待
を
か
け
ら
れ
て

然
る
べ
き
で
あ
る
，
、
そ
し
て
此
の
期
待
は
、
臼
三
河
の
研
兜
と
題
す
る
第
一

篇
及
び
日
南
河
の
地
燭
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
圃
版
集
第
二
篇
を
仔
細
に
按
讃

さ
る
蕊
時
、
確
か
に
十
一
一
分
に
満
足
さ
れ
る
で
あ
ら
う
．
．
蓋
し
時
局
殉
き
り
．

一
般
出
版
物
に
住
々
に
し
て
認
め
ら
れ
る
室
疎
な
内
容
に
引
か
へ
て
、
本
書

は
其
の
蔚
篇
を
精
…
密
な
る
學
翼
下
的
考
究
に
當
て
、
後
篇
亦
貴
重
な
る
根
本
的

資
料
の
集
成
を
以
て
形
威
さ
れ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
’

　
第
一
篇
研
究
篇
は
四
章
に
分
れ
る
。
印
ち
臓
本
河
の
繕
呼
を
今
巳
に
傳
へ

る
最
古
の
交
献
、
十
七
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
記
録
よ
り
以
下
文
書
に

存
す
る
も
の
十
数
種
、
同
じ
く
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
人
の
作
成
に
係
る
古
地

智
頭
敬
種
を
削
げ
て
之
を
分
類
圓
宏
し
、
其
の
便
用
字
面
の
差
異
誤
謬
を
比

較
校
訂
し
　
、
其
等
が
何
れ
も
紛
ふ
こ
と
な
き
メ
コ
ン
下
流
を
指
し
示
す
日

本
河
の
羅
呼
な
る
黙
を
明
か
に
し
て
第
叢
単
・
第
一
一
章
は
結
ば
れ
て
み
る
。

績
い
て
共
の
名
穂
に
該
出
す
べ
き
河
流
を
比
定
す
る
に
充
て
ら
れ
た
第
三
章

に
は
、
常
時
の
オ
ラ
ン
ダ
人
族
行
記
其
他
に
依
櫨
し
て
之
を
現
今
メ
コ
ン
河

河
口
の
最
北
流
を
プ
ノ
ソ
・
ペ
ン
附
近
に
蓮
遡
る
延
長
約
百
七
十
浬
の
河
流

に
考
謹
し
、
最
後
に
日
本
河
の
趨
源
を
設
い
て
は
、
其
が
十
六
世
紀
以
來
既
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